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発行所
長野市立安茂里公民館
電話 226－4059

発行人　多田井　幸視
発行月　5.7.9.11.1.3月

（株）信光社

安茂里地区
世帯数と人口
（６月１日現在）

世帯数
総人口
男
女

9,079戸
21,125人
10,118人
11,007人

杏仁

・
５
月
20
日
（
日
）

☆
一
般
野
球（
犀
川
第
一
運
動
場
）

　
優
　
勝
　
　
　
　
杏
花
台

　
準
優
勝
　
　
　
　
　
小
市

　
３
　
位
　
　
　
　
西
河
原

　
　
〃
　
　
　
　
　
小
柴
見

☆
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

（
安
茂
里
体
育
館
）

　
優
　
勝
　
　
　
　
　
小
市

　
準
優
勝
　
　
　
　
差
出
南

　
３
　
位
　
　
　
　
西
河
原

☆
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

（
犀
川
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
）

　
優
　
勝
　
　
　
　
　
宮
沖

　
準
優
勝
　
　
　
　
伊
勢
宮

　
３
　
位
　
　
　
　
差
出
中

☆
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ

（
裾
花
体
育
館
）

　
優
　
勝
　
　
　
　
　
犀
北
　

　
準
優
勝
　
　
　
差
出
南
Ａ

　
３
　
位
　
　
　
　
　
平
柴
　

・
５
月
27
日
（
日
）

☆
ソ
フ
ト
バ
レ
ー（

裾
花
体
育
館
）

　
優
　
勝
　
　
　
　
小
市
Ａ
　

　
準
優
勝
　
　
　
　
差
出
北

　
３
　
位
　
　
　
　
伊
勢
宮

　
　
〃
　
　
　
　
　
西
河
原

　
雨
上
が
り
の
青
空

の
元
、
緑
ま
ぶ
し
い

好
季
節
を
迎
え
、
公

民
館
隣
り
の
裾
花
体

育
館
か
ら
は
元
気
な

若
人
ら
の
か
け
声
が

聞
こ
え
て
く
る
。
中
学
生
や
高
校

生
は
放
課
後
の
部
活
動
に
、
成

人
・
年
配
者
は
社
会
体
育
に
汗
を

流
し
、
体
力
向
上
、
仲
間
づ
く
り

に
励
む
姿
が
ま
ぶ
し
い
。
▼
昨
今

健
康
志
向
が
広
が
り
、
こ
れ
か
ら

は
ま
す
ま
す
「
自
分
の
体
は
自
分

で
管
理
、
寝
た
き
り
予
防
で
健
康

長
寿
」
が
謳
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
た
健
康
づ
く
り
が
大
切
と

な
っ
て
き
て
い
る
。
身
近
で
手
軽

な
水
泳
や
マ
ラ
ソ
ン
・
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
・
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
等
積
極
的

な
取
り
組
み
が
み
ら
れ
る
。
▼
先

の
「
安
茂
里
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
」

で
も
各
種
競
技
に
燃
え
る
、
各
地

区
対
抗
戦
は
見
ご
た
え
が
あ
っ
た
。

そ
ん
な
中
、
誰
で
も
が
気
軽
に
参

加
で
き
る
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
が
目
を
引
い
た
。
子
ど
も

達
も
参
加
し
、
堤
防
上
を
背
筋
を

伸
ば
し
て
ス
ト
ッ
ク
突
き
突
き
歩

く
姿
に
、
誰
で
も
が
簡
単
に
で
き

る
健
康
増
進
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
感
じ

た
。
▼
今
年
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川

柳
一
位
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
　

車
で
行
っ
て
　
チ
ャ
リ
を
こ
ぐ
」

だ
そ
う
だ
が
、
車
を
使
お
う
が
自

転
車
で
あ
ろ
う
が
、
ま
ず
は
手
軽

で
長
続
き
す
る
健
康
増
進
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

藤本秀㐂衛会 安茂里吹奏楽団

640ファミリーバンド 信州裾花彩鳥太鼓

裾花ポプラマーチングバンドノルディックウォーキング

第
44
回 

安
茂
里
地
区

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

　

― 

競
技
結
果 

―

第41回
安茂里文化芸術祭

５月13日（日）
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安
茂
里

老
連
主
催

の
春
季
大

会
が
、
５

月
29
日
（
火
）
安
茂
里
公
民
館
で

開
催
さ
れ
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

（
６
組
）
、
金
婚
（
15
組
）
、
白

寿
（
３
名
）
、
米
寿
（
47
名
）
の

方
々
に
、
祝
状
と
記
念
品
が
浅
岡

会
長
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
。
慶
賀
者

を
代
表
し
て
大
谷
孫
二
郎
さ
ん
が

謝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
終
始
厳
か
な

雰
囲
気
の
中
で
式
が
執
り
行
わ
れ

た
。

ダイヤモンド婚

浅岡俊安会長

老
人
ク
ラ
ブ連

合
会

春
季
大
会
開
催

　
安
茂
里
小
学
校
の
校
門
を
入
る

と
見
え
る
、
桃
色
の
壁
の
校
舎
が
、

昭
和
７
年
建
築
の
「
赤
心
館
」
で

す
。
文
久
３
年
安
茂
里
に
生
ま
れ

た
赤
尾
善
治
郎
氏
は
、
明
治
時
代

に
太
平
洋
を
往
復
す
る
こ
と
88
回

以
上
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
支
店
を

も
っ
て
花
む
し
ろ
の
販
売
に
あ
た

り
巨
額
を
得
た
、
信
州
が
生
ん
だ

日
本
貿
易
会
の
成
功
者
で
す
。
そ

の
赤
尾
氏
が
、
母
校
安
茂
里
小
学

校
の
校
舎
の
腐
朽
に
対
し
て
巨
額

の
私
財
を
投
じ
て
寄
付
し
て
く
だ

さ
っ
た
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
の
校
舎

で
す
。
平
成
26
年
の
耐
震
工
事
を

経
て
、
現
在
も
校
長
室
、
職
員
室
、

図
書
館
等
と
し
て
使
用
し
て
い
ま

す
。
こ
の
赤
心
館
を
、
６
年
生
が

代
々
、
毎
日
朝
と
清
掃
の
時
間
に

水
拭
き
で
雑
巾
が
け
を
し
て
、
大

切
に
守
っ
て
い
ま
す
。
人
の
た
め

に
、
自
分
に
出
来
る
こ
と
を
す
る

と
い
う
奉
仕
の
心
も
代
々
引
き
継

い
で
い
ま
す
。
無
言
で
膝
を
つ
い

て
懸
命
に
雑
巾
を
か
け
る
６
年
生

の
姿
に
下
級
生
も
見
習
い
、
「
身

支
度
を
整
え
、
黙
っ
て
、
膝
を
つ

い
て
掃
除
を
す
る
」
こ
と
を
当
た

り
前
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
安
茂
里
小
学
校
で
は
、
「
共
に

伸
び
る
杏
っ
子
」
を
学
校
教
育
目

標
に
据
え
、
「
積
極
的
・
能
動
的

に
学
習
に
取
り
組
み
、
互
い
に
学

び
合
え
る
子
ど
も
。
相
手
を
思
い

や
る
、
優
し
い
子
ど
も
。
進
ん
で

体
を
動
か
し
て
遊
ん
だ
り
、
運
動

し
た
り
し
て
、
健
康
で
休
ま
ず
登

校
で
き
る
子
ど
も
。
」
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に

「
安
茂
里
小
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
と

し
て
［
あ
い
さ
つ
・
へ
ん
じ
・
じ

か
ん
・
み
じ
た
く
］
を
大
切
に
し
、

児
童
会
で
も
「
二
分
前
行
動
」
や

「
あ
い
さ
つ
運
動
」
な
ど
を
行
い
、

全
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
最

近
で
は
、
来
校
さ
れ
た
方
か
ら
も
、

挨
拶
に
つ
い
て
褒
め
て
い
た
だ
く

こ
と
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
も
盛
ん
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催

の
安
茂
里
小
祭
り
や
、
お
や
じ
の

会
の
自
主
的
な
学
校
整
備
作
業
、

親
子
文
庫
に
よ
る
毎
週
の
読
み
聞

か
せ
は
じ
め
、
池
坊
さ
ん
に
よ
る

毎
週
の
生
け
花
で
校
内
か
ら
花
が

絶
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
ほ
か
に
も
、
安
茂
里
も
り
ク
ラ

ブ
に
よ
る
学
校
林
の
管
理
、
安
全

見
守
り
隊
に
よ
る
毎
日
の
登
校
の

見
守
り
、
学
習
支
援
の
皆
さ
ん
に

よ
る
授
業
支
援
や
遠
足
の
同
行
、

環
境
整
備
部
に
よ
る
花
壇
づ
く
り

や
杏
の
手
入
れ
な
ど
、
多
く
の
皆

さ
ん
が
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。
校
舎
の
北
側
の
杏
園
に
は
、

各
学
級
一
本
ず
つ
の
杏
の
木
が
あ

り
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
実
を
収
穫

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
安
茂

里
の
杏
」
を
大
切
に
、
生
食
は
も

ち
ろ
ん
ジ
ャ
ム
や
コ
ン
ポ
ー
ト
・

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
学
級
毎
に
計
画
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年

も
た
く
さ
ん
の
実
が
で
き
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
13
学
級
、
全
校
児
童
２
８
５
名
、

現
在
で
も
、
多
く
の
保
護
者
の
皆

さ
ま
、
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ

て
、
元
気

に
学
習
に

取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

来
年
は
い

よ
い
よ

百
三
十
周

年
を
迎
え

ま
す
。

学
校
紹
介
⑥

安
茂
里
小
学
校

地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て

　
４
月
21
日
、
安
茂

里
公
民
館
で
「
公
民

館
報
の
作
り
方
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
研
修

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
の
信
濃
毎
日

新
聞
社 

読
者
セ
ン

タ
ー
の
山
嵜
文
智
さ

ん
に
は
、
館
報
の
役

割
、
記
事
の
見
出
し

か
ら
原
稿
の
書
き
方

な
ど
、
新
聞
づ
く
り

の
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
も
、
見
出
し
の
重
要
性
、
興
味

を
引
く
表
現
方
法
、
記
事
は
伝
え

た
い
こ
と
か
ら
書
き
出
す
な
ど

「
伝
え
る
工
夫
」
が
大
事
で
あ
る

こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
研
修
会
で
は
、
架
空

の
テ
ー
マ
に
よ
り
、
「
伝
え
た
い

こ
と
は
何
か
」
「
記
事
に
す
る
内

容
は
何
か
」
な
ど
を
自
ら
考
え
、

実
際
に
文
章
を
書
く
と
い
っ
た
模

擬
編
集
会
議
を
行
い
ま
し
た
が
、

わ
か
り
や
す
く
、
よ
り
詳
し
く
書

こ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
思
う
よ
う

に
文
章
が
う
ま
く
書
け
ず
、
悩
む

場
面
も
し
ば
し
ば
…

　
こ
の
研
修
会
で
学
ん
だ
「
伝
え

る
工
夫
」
を
意
識
し
な
が
ら
、
住

民
や
地
域
の
つ
な
が
り
を
築
き
情

報
の
発
信
源
と
な
る
よ
う
、
今
後

館
報
作
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

赤心館と赤尾善治郎氏の銅像

今年も杏の花がきれいに咲きました

「伝える工夫」
公民館報の作り方を学んで

園沖公民館　　野村　憲司

eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee

eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee
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大
門
区
公
民
館
だ
よ
り

大
門
区
公
民
館
長　

平
坂
公
一

　
日
頃
は
公
民
館
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。
大
門
公
民
館
は
今
年
で
50

年
目
を
迎
え
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。
４
月
の
作
品
展

示
か
ら
始
ま
り
、
５
・
６
月
の
安

茂
里
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
の
参
加
、

お
盆
の
15
日
に
は
盆
踊
り
と
ビ
ア

パ
ー
テ
ィ
ー
を
大
門
公
園
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
大
人
は
生
ビ
ー
ル

と
焼
き
鳥
で
盛
り
上
が
り
、
子
供

は
ヨ
ー
ヨ
ー
と
花
火
で
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
秋
に
は
区
民
運
動

会
で
多
く
の
商
品
を
ゲ
ッ
ト
し
て
、

途
中
焼
き
そ
ば
、
お
で
ん
、
綿
あ

め
で
こ
れ
ま
た
に
ぎ
わ
う
事
で

し
ょ
う
。

　
11
月
に

は
教
養
講

座
の
実
施
、

そ
し
て
餅

つ
き
大

会
・
し
め

縄
作
り
講

習
会
。
年

が
明
け
て

ど
ん
ど
焼

き
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
行
事
が

待
っ
て
い
ま
す
。
関
係
役
員
は
準

備
な
ど
で
大
変
で
す
が
、
そ
れ
も

ま
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
れ
ば
ご

近
所
さ
ん
と
知
り
合
っ
た
り
仲
良

く
な
っ
た
り
、
自
分
の
財
産
が
増

え
て
良
い
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
公
民
館
活
動
が
地

域
と
共
に
盛
り
上
が
っ
て
継
承
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
老
若
男
女
で

　
　
「
健
康
運
動
会
」
を
開
催

犀
北
団
地
公
民
館
長　

中
川
卓
二

　
昭
和
37
年
に
犀
北
団
地
が
完
成

し
て
か
ら
今
年
で
56
年
。
５
０
０

を
超
え
る
世
帯
数
の
中
、
夏
祭
り

や
敬
老
会
、
文
化
祭
、
ど
ん
ど
焼

き
な
ど
公
民
館
行
事
も
歴
史
を
重

ね
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
は
、

区
民
運
動
会
も
運
動
場
を
お
借
り

し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
時
代
を
重
ね

て
い
く
に
連
れ
団
地
で
暮
ら
す

方
々
の
年
齢
構
成
も
自
然
に
変
化

し
、
こ
れ

を
背
景
の

一
つ
と
し

て
近
年
は

参
加
者
数

も
徐
々
に

減
少
、
従

来
ど
お
り

の
開
催
を

見
直
す
必

要
が
生
じ

て
き
た
こ

と
か
ら
、

２
年
前
よ

り
運
動
会

の
名
称
と

内
容
を
全

面
的
に
改

め
た
「
健
康
運
動
会
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
健
康
運
動
会
で
は
講
師
を
招
い

て
子
供
た
ち
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

皆
が
健
康
づ
く
り
を
主
眼
に
取
り

組
め
る
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
操
を
学

ぶ
ほ
か
、
屋
内
で
気
軽
に
楽
し
め

る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
す
る

な
ど
、
年
齢
や
天
気
に
左
右
さ
れ

な
い
内
容
で
多
く
の
方
々
に
参
加

し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
度
か
ら
は
団
地
内
の
中
央
公
園

で
小
学
生
を
対
象
に
ダ
ー
ツ
や
蹄

鉄
投
げ
、
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
と
い
っ

た
比
較
的
簡
単
に
取
り
組
め
る
競

技
も
試
験
的
に
開
催
し
て
お
り
、

今
後
も
さ
ら
に
充
実
し
た
内
容
に

す
る
た
め
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
平
柴
公
民
館
だ
よ
り

平
柴
公
民
館
長
　
藤
原
宗
𠮷

　
平
柴
公
民
館
は
館
長
を
中
心
に

文
化
部
、
体
育
部
の
公
民
館
役
員

に
よ
り
平
柴
区
や
育
成
会
、
各
種

団
体
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
安
茂

里
公
民
館
と
の
行
事
を
含
め
、
概

ね
月
１
回
の
行
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
育
成
会
、
老
人
会
と
の
連
携
行

事
は
、
春
に
「
平
柴
地
区
球
技
大

会
」
山
王
小
学
校
を
お
借
り
し
て

ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ド
ッ
チ

ビ
ー
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
み

ま
す
。
夏
に
は
「
納
涼
夏
祭
り
」

を
開
催
。
公
民
館
行
事
で
は
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
で
、
１
２
０
人
を
超

え
る
区
民
で
「
ゲ
ー
ム
大
会
」

「
花
火
大
会
」
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

や
か
き
氷
、
大
人
は
少
々
の
お
酒

で
夏
の
暑
さ
と
お
盆
の
風
情
を
味

わ
い
ま
す
。

　
秋
は
「
史
蹟
め
ぐ
り
」
で
す
。

一
昨
年
は
松
代
、
昨
年
度
は
、
修

験
道
を
テ
ー
マ
に
戸
隠
地
区
を
巡

り
ま
し
た
。
本
年
も
三
大
修
験
場

の
「
飯
山
市
小
菅
地
区
周
り
」
を

予
定
し
、
７
世
紀
前
半
の
時
代
に
、

想
い
を
馳
せ
な
が
ら
温
泉
を
楽
し

み
、
親
交
を
深
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ま
た
、
秋
は
芸
術
の

季
節
、
「
作
品
展
示

会
」
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
絵
画
、
写
真
、
書
、

木
彫
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

裁
縫
、
焼
き
物
か
ら
子

供
達
の
学
校
で
の
作
品

ま
で
、
幅
広
い
芸
術
作

品
で
、
公
民
館
が
埋
め

尽
く
さ
れ
、
見
学
に
来
た
人
た
ち

に
は
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
寸
評

し
た
り
、
歓
談
し
た
り
の
一
日
を

過
ご
し
ま
す
。

　
年
末
に
は
、
老
人
会
講
師
に
よ

る
「
し
め
縄
講
習
会
」
が
あ
り
ま

す
。
慣
れ
な
い
藁
と
、
格
闘
し
て

い
る
楽
し
そ
う
な
声
の
子
ど
も
達

で
、
公
民
館
が
満
員
に
な
り
ま
す
。

出
来
上
が
っ
た
し
め
縄
は
、
正
月

に
は
講
習
会
に
来
た
各
家
庭
の
門

に
飾
ら
れ
、
お
正
月
の
「
ど
ん
ど

焼
き
」
で
焼
き
餅
の
燃
料
に
な
り

ま
す
。
「
餅
つ
き
大
会
」
も
同
時

に
開
催
さ
れ
、
育
成
会
の
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
、
子
ど
も
達
が
臼

と
杵
で
餅
を
つ
き
、
つ
き
た
て
の

お
餅
で
昼
食
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
育
成
会
行
事
「
新
年
娯
楽
大

会
」
で
年
度
の
終
わ
り
が
や
っ
て

き
ま
す
。

　
各
イ
ベ
ン
ト
の
間
に
は
、
各
種

団
体
の
協
力
で
、
各
種
講
座
、
講

演
、
教
室
を
行
い
、
年
２
回
の
館

報
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

地
域
公
民
館
だ
よ
り
①

講師を招いてストレッチや体操を学ぶ

子どもから熟年まで皆でペタンクに挑戦

安茂里大門区運動会
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生
活
文
化
講
座

◎
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を

　
楽
し
む
①

　
日
　
時
　
７
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～

　
定
　
員
　
20
名

　
申
　
込
　
６
月
27
日
（
水
）
～

　
材
料
費
　
１
５
０
０
円

◎
楽
し
く
歌
お
う
愛
唱
歌
①
　

　
日
　
時
　
７
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
半
～

　
定
　
員
　
１
０
０
名

　
申
　
込
　

　
安
茂
里
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

　
　
　
　
　
６
月
29
日
（
金
）
～

　
そ
の
他
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

　
　
　
　
　
７
月
６
日
（
金
）
～

◎
初
め
て
の
浴
衣
教
室

　
日
　
時
　
７
月
30
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～

　
定
　
員
　
女
性
20
名

　
申
　
込
　
7
月
10
日
（
火
）
～

◎
菅
平
高
原
の
植
物
を
訪
ね
て

　
日
　
時
　
８
月
22
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
50
分
～

　
定
　
員
　
20
名

　
申
　
込
　
８
月
２
日
（
木
）
～

◎
四
季
の
和
菓
子
作
り
②
　
秋

　
日
　
時
　
８
月
27
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
半
～

　
定
　
員
　
24
名

　
申
　
込
　
８
月
７
日
（
火
）
～

 

な
か
よ
し
広
場

◎
楽
し
く
遊
ぼ
う

①
「
新
聞
あ
そ
び
」

　
　
７
月
11
日
（
水
）

②
「
絵
の
具
で
お
絵
描
き
」

　
　
９
月
12
日
（
水
）

　
各
回
午
前
10
時
～

　
申
　
込
　
随
時
受
付
中

 

杏
の
里
教
室

◎
と
き
め
き
の
あ
る
生
活

　
～
ジ
ャ
ズ
の
調
べ
と
と
も
に
～

　
日
　
時
　
９
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
半
～

　
定
　
員
　
80
名

　
申
　
込
　
８
月
21
日
（
火
）
～

◎
ツ
ボ
健
康
法

　
日
　
時
　
９
月
６
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
半
～

　
定
　
員
　
20
名

　
申
　
込
　
８
月
23
日
（
木
）
～

 

特
別
講
座

◎
古
文
書
に
み
る
安
茂
里

②
「
先
人
の
短
歌
や
俳
句
」

　
　
７
月
19
日
（
木
）

③
「
渡
し
」

　
　
８
月
23
日
（
木
）

　
各
回
午
後
１
時
半
～

　
定
　
員
　
20
名

　
申
　
込
　
随
時
受
付
中

　
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
あ
も
り
」

は
、
平
成
28
年
６
月
に
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
住
民
自
治
協

議
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
、
あ
か
ね
会
、
か
が
や
き
ひ
ろ

ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
等
の

ご
協
力
と
ご
支
援
に
よ
り
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
毎
月
１
回
、
第
３

木
曜
日
、
か
が
や
き
ひ
ろ
ば
で
開

催
し
、
落
と
し
た
て
の
コ
ー
ヒ
ー

と
お
菓
子
、
オ
レ
ン
ジ
の
エ
プ
ロ

ン
を
つ
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

の
笑
顔
が
皆
さ
ま
を
お
迎
え
し
て

い
ま
す
。
お
越
し
下
さ
る
参
加
者

は
、
か
が
や
き
ひ
ろ
ば
を
ご
利
用

の
方
、
ご
近
所
の
方
、
介
護
施
設

の
方
な
ど
様
々
で
す
。
コ
ー
ヒ
ー

や
紅
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
笑
っ
た

り
歌
っ
た
り
「
月
に
１
度
、
楽
し

み
に
し
て
る
よ
」
「
家
に
一
人
で

い
て
も
ね
え
」
「
誰
か
と
お
し
ゃ

べ
り
し
な
く
ち
ゃ
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
う
で
す
よ
ね
、

お
茶
も
お
菓
子
も
一
緒
に
頂
く
方

が
お
い
し
い
も
の
！
そ
れ
に
、

ち
ょ
っ
と
し
た
事
で
も
話
し

が
で
き
る
所
が
あ
る
の
は
大

切
な
事
。
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

あ
も
り
に
は
介
護
の
専
門
職

で
あ
る
、
あ
か
ね
会
の
方
が

同
席
し
て
い
ま
す
。
ご
家
族

や
ご
自
身
の
心
配
事
な
ど
も

お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ご
近
所
付
き
合
い
が
希
薄
に

な
っ
て
い
る
現
代
、
認
知
症
が

あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
年
を
と
っ

て
い
て
も
い
な
く
て
も
、
地
域
の

な
か
で
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所

は
必
要
で
す
。

現
在
長
野
市
で
は
18
か
所
で
オ
レ

ン
ジ
カ
フ
ェ
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

地
域
の
方
々
の
交
流
の
場
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
あ
も
り
」

参
加
費
は
１
０
０
円
。
み
な
さ
ま

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

主
　
催
　
安
茂
里
地
区

囲
碁
将
棋
同
好
会

日　

時　

８
月
19
日
（
日
）

受　

付　

午
前
８
時
～

会　

場　

安
茂
里
公
民
館

参
加
費　

一
般　

１
０
０
０
円

　
　
　
　

小
中
学
生
５
０
０
円

※
７
月
の
回
覧
を
参
照
の
上
、
各

地
区
公
民
館
長
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

第
19
回
安
茂
里
地
区

囲
碁
将
棋
ま
つ
り

豊
か
な
生
活育て

ま
し
ょ
う

安
茂
里
公
民
館
２
２
６
―
４
０
５
９

◎
煙
と
親
し
む
（
お
香
と
燻
製
）

①
「
線
香
を
練
っ
て
の
香
作
り
」

　
　
９
月
12
日
（
水
）

②
「
香
り
を
楽
し
む
」

　
　
９
月
19
日
（
水
）

　
各
回
午
後
１
時
半
～

　
定
　
員
　
20
名

　
申
　
込
　
８
月
23
日
（
木
）
～

　
材
料
費
　
１
５
０
０
円

◎
や
さ
し
い
経
済
入
門
　

②
「
中
国
を
は
じ
め
と
す
る

　
　
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
諸
国
の
台
頭
」

　
　
７
月
12
日
（
木
）

③
「
西
欧
か
ら
東
欧
へ
と
変
化
が

　
　
進
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
」

　
　
８
月
９
日
（
木
）

　
各
回
午
後
2
時
～

　
定
　
員
　
20
名

　
申
　
込
　
随
時
受
付
中

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
あ
も
り
」

に
よ
う
こ
そ

宅
老
所
や
ま
や

　

塚
田　

玲
子

オレンジカフェのスタッフ
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